
慶応 4年 1月 11 日（1868 年 2 月 4 日）
イギリス女王ヴィクトリアより明治天皇あて親書
駐日イギリス特命全権公使パークスの信任状

明治 4年 3月 19 日（1871 年 5 月 8 日）
オーストリア＝ハンガリー帝国皇帝フランツ・ヨーゼフ一世より明治天皇あて国書

修好通商条約締結に対する感謝状

表紙 本文



平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
は
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年

か
ら
起
算
し
て
一
五
〇
年
に
当
た
る
。
こ
こ
で
ご
紹
介
す
る

の
は
、
明
治
の
日
本
外
交
を
跡
づ
け
る
重
要
な
国
書
・
親
書

で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
女
王
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
か
ら
明
治
天
皇
に
送
ら
れ

た
親
書
は
、
明
治
天
皇
が
外
国
の
元
首
か
ら
受
け
取
っ
た
初

め
て
の
親
書
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
が
明
治
政
府
を
日
本
の
正

統
政
府
と
し
て
承
認
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
・

ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
か
ら
送
ら
れ
た
国
書
は
、
同
国
と
日
本
の
修

好
通
商
条
約
締
結
に
対
す
る
感
謝
状
で
あ
る
が
、
同
条
約
は
、

不
平
等
条
約
の
典
型
で
あ
っ
た
。
明
治
政
府
は
、
国
内
諸
制

度
の
近
代
化
を
進
め
つ
つ
、
不
平
等
条
約
の
改
正
を
目
指
し

た
。清

国
皇
帝
光
緒
帝
か
ら
送
ら
れ
た
国
書
は
、
日
清
戦
争
の

講
和
会
議
の
際
に
清
国
側
全
権
の
李
鴻
章
が
携
え
て
き
た
全

権
委
任
状
で
あ
る
。
同
全
権
と
伊
藤
博
文
総
理
大
臣
等
に
よ

り
下
関
で
交
渉
が
行
わ
れ
、
日
清
講
和
条
約
が
結
ば
れ
た
。

明
治
の
日
本
は
、
条
約
改
正
交
渉
、
日
清
・
日
露
戦
争
を

経
験
し
、
欧
米
諸
国
と
な
ら
ぶ
国
家
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
。

こ
れ
ら
の
史
料
は
、
平
成
三
〇
年
一
二
月
に
当
館
Ｈ
Ｐ
上
に

公
開
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
。
ご

覧
い
た
だ
き
、
明
治
の
日
本
外
交
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ

く
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

明治 28（1895）年 3月 14 日／光緒 21 年 2 月 18 日
清国皇帝光緒帝より明治天皇あて国書

日清講和会議の際に李鴻章が持参した全権委任状
※史料実物は漢字部分と満州文字部分がつながった一紙である。全長 227cm。

漢字部分

満州文字部分


